


































































































































































































人の世が開き、甲子の時に天と地の間に甑餅の層ように境界ができた。       〔天地混合と天地分離〕 
（二）天からは青露、地には黒露、中央には黄露が降り、これらが合水する際、天地人皇が誕生した。 





北方には北斗七星が創られた。                            〔星雲の始まり〕 
  以上の後、第二部の「天地王本解」で登場する〔複数の日月誕生と調整〕の話がここで次のように簡略に語られる
伝本も存在する。 









































兄の方に移動させて自分の勝ちとした。                      〔神々の統治権争い〕 
（十一）兄の大星王は、弟にこの世の統治権を譲りながらも、「人間の住むこの世は逆賊や泥棒が多くなるだろう。男性
も女性も自分の伴侶を捨てて他人に目を向けるだろう」と予言し、自分は「あの世を統治したい。あの世は綺麗で










































③徐スンシル口誦「（十王迎え）初監祭」（許南春『耽羅文化叢書 22 ドンボク鄭ビョンチュン宅 四王迎え』（済州大
学耽羅文化研究所、2008） 







































































































































































































   寿命長者の無礼で乱暴なことは言葉には表せないほどで、ある日、天主王に向かって「この世の中で私を捕まえ
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